
10月号
2 0 2 2

どう防ぐ？ 鳥 獣害

10 月は、乳がんの「早期発見・早期診断・早期治療」の

大切さを伝えるピンクリボン運動の強化月間です

ピンク色に染まる

ホワイトザウルス



人口の動き　9月末現在（前月比）

総人口� 21,917人（－34）
世帯数� 7,911世帯
男性� 10,470人（－18）
女性� 11,447人（－16）
出生� 12人
死亡� 36人
転入� 25人
転出� 35人

9月の交通事故　（前年比）

事故� 33件（＋11）
死者� 0人（±0）
負傷者� 0人（±0）

10月の納税

（市・県民税（3期））
納期限� 10月31日
口座振替� 10月26日

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報
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今 月 の 表 紙

ちょいチャレ応援事業を活用したピンクリボンライトアップが10

月19日までホワイトザウルスで実施中です。越前大仏においても

10月23日から10月31日まで実施されます。�（実施主体：Vertex）

ホワイトザウルス
ピンクリボンライトアップ
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　全国各地において、イノシシやサル、クマなどの野生鳥獣による農作物へ
の被害や人身被害が発生しています。勝山市内においても、野生鳥獣による
被害は、地域に暮らす住民の生活に大きな影響を与えています。
　今月の特集では、鳥獣による被害の状況や地域や関係機関が鳥獣被害を防
ぐために実施している取組、勝山市が実施している各種支援制度などについ
て紹介します。

どう防ぐ？鳥獣害特集

写真：福井県自然保護センター写真：福井県自然保護センター
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野生鳥獣による被害から野生鳥獣による被害から
住民の生活を守りたい住民の生活を守りたい

野生鳥獣による被害から
住民の生活を守りたい

　

鳥
獣
害
対
策
は
、
動
物
が
集

落
に
滞
在
し
づ
ら
く
な
る
環
境

を
つ
く
る
「
生
息
環
境
管
理
」、

柵
を
設
置
し
て
集
落
へ
入
れ
な

い
「
侵
入
防
止
対
策
」、
出
没
し

た
動
物
を
捕
ま
え
る「
有
害
獣
捕

獲
」の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
鳥
獣
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

１
つ
の
対
策
だ
け
を
集
中
し
て

行
え
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
も
必
要
な

対
策
で
あ
り
、
市
や
猟
友
会
だ

け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

市
で
は
、
猟
友
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
対
策
連
絡
会
や
対
策

訓
練
、
罠
の
管
理
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
動
物
の
特
性
を
知
り
、
有

効
な
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

生
息
環
境
管
理

　

収
穫
で
き
な
い
柿
の
木
の
伐

採
や
農
地
周
辺
の
草
刈
り
、
山

際
の
樹
木
を
伐
採
し
て
動
物
が

山
か
ら
集
落
に
移
動
し
づ
ら
く

す
る
緩
衝
帯
の
整
備
な
ど

侵
入
防
止
対
策

　

農
家
組
合
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置

有
害
捕
獲

　

猟
友
会
の
会
員
の
方
が
わ
な

を
仕
掛
け
て
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

を
捕
獲

農
作
物
被
害
以
外
に
も

生
活
被
害
や
人
身
被
害
が
発
生

　

勝
山
市
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
額
は
、
令
和
3
年
度
は

1
7
6
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か

に
も
生
活
被
害
や
人
身
被
害
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
害
の
拡
大
す
る
原
因
と
し
て
、
気

候
の
変
化
や
人
間
の
森
林
と
の
関
り
方

の
変
化
に
よ
る
鳥
獣
の
「
生
息
域
の
拡

大
」
や
隠
れ
や
す
く
餌
場
に
な
り
や
す
い

「
耕
作
放
棄
地
の
増
加
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
鳥
獣
に
は
学
習
能
力
が
あ
り
、
お
い
し

い
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
る
場
所
に
は
、
何
度

も
姿
を
現
し
ま
す
。
一
方
で
、
警
戒
心
が

強
く
、
危
険
な
場
所
だ
と
認
識
す
る
と
そ

の
場
所
に
は
来
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
鳥
獣
害
対
策
は
、
こ
れ
だ
け
や
れ
ば
大

丈
夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

行
政
や
猟
友
会
の
方
々
だ
け
が
活
動
し

て
も
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
今
回

を
機
会
に
今
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

農林課　鳥獣害対策係
主査　出

で ぐ ち
口　恭

よしひろ
裕

鳥獣の特性を知って力を合わせて対策を

鳥獣害担当職員が教える�地域を守るためにできること
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イノシシ
水稲を踏み荒らしたり、畑を掘り起こしをするなど農地に
侵入すると多大な農業被害が発生

特　性
１度に８頭程度の子を産
み、他の鳥獣より増加する
スピードが早い

対　策
電気柵やワイヤーメッ
シュ柵などの侵入防止柵
で山と集落・農地を区分
けする

ニホンジカ
市内では、集落へ出てくることは少ないが、県内では生息
数が増加傾向

特　性
植物性のものならほぼな
んでも食べる。生息密度の
高いところでは、山の草地
を食べつくすこともある

対　策
集落をえさ場と認識させ
ないためにも、農地の周り
の草刈りをする

サル
市内でも農作物被害が増加傾向。発信機を付けた行動調査
では、勝山を行き来する群れが３つあることが判明

特　性
群れを作り、山際を移動し
て生活する。エサを求めて
集落に出没することも

対　策
・�収穫しない柿の実や畑に
捨てた野菜クズなどは
しっかり処分する
・花火などで追い払う

ツキノワグマ
山の木の実（ドングリ類）が不作の年の秋は、エサを求め、集
落に大量出没する傾向があり、人身被害の危険が高まる

特　性
鼻がよく利き、生ごみや収
穫されていない果樹を食
べに出没することがある。
特に春や秋は活動が盛ん
になる

対　策
・�収穫しない柿の実や畑に
捨てた野菜クズなどは
しっかり処分する
・�山に入る時などは、鈴や
ラジオを身に着ける

勝 山 市 内 の 主 な 野 生 鳥 獣

熊の目撃情報は
農林課まで　☎88-8121

写真：福井県自然保護センター写真：福井県自然保護センター

写真：福井県自然保護センター写真：福井県自然保護センター

写真：福井県自然保護センター写真：福井県自然保護センター

写真：福井県自然保護センター写真：福井県自然保護センター

どう防ぐ？鳥獣害
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市の各種支援
　

猟
友
会
は
、
狩
猟
な
ど
を
楽

し
む
趣
味
の
会
で
す
が
、
会
で

培
っ
た
知
識
や
技
術
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
貢
献
で
き
れ
ば
と

の
思
い
で
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
減
ら
し
た
り
、
危
険

な
状
況
で
の
被
害
を
防
止
し
た

り
す
る
捕
獲
隊
と
し
て
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
の
捕
獲
活
動
で
は
、
1

頭
で
も
多
く
捕
獲
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
野
生

で
暮
ら
す
鳥
獣
は
、
警
戒
心
が

強
く
、
ま
た
学
習
能
力
が
あ
る

た
め
、
猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
で

も
簡
単
に
捕
獲
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

特
に
ク
マ
の
対
応
に
は
、
銃

を
扱
う
高
い
技
術
や
ク
マ
と
向

き
合
っ
た
経
験
が
必
要
で
す
。　

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
問

題
が
あ
る
当
会
で
す
が
、
今
後

も
被
害
を
防
い
で
い
く
た
め
に

も
技
術
の
継
承
が
必
要
で
、
国

や
県
、
市
な
ど
と
連
携
し
て
、

後
継
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

狩
猟
な
ど
に
興
味
が
あ
る
方

に
は
詳
し
く
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
鳥
獣

の
餌
と
な
る
生
ご
み
の
管
理
や

収
穫
し
な
い
柿
の
木
の
伐
採
な

ど
、
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
対

策
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

鳥
獣
に
も
尊
い
命
が
あ
り
ま

す
。
共
生
で
き
る
地
域
を
目
指

し
、今
後
も
対
策
を
続
け
て
行
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

有害鳥獣捕獲隊
（福井県猟友会勝山支部長）
隊長　上

かみ
　弥

やき ち
吉　さん

有害鳥獣捕獲隊 Date
　市が猟友会を捕獲隊に任命
　隊員数（会員数）：43人

　鳥獣が田んぼや畑に侵入するのを防ぐ対策として、ワイ
ヤーメッシュ柵と電気柵があります。電気柵だけ、ワイヤー
メッシュ柵だけでは飛び越えてしまうサルには、組み合わせ
て設置することで有効な対策となります。
　野向町牛ヶ谷地区では、昨年、県と市の補助を活用して設
置したこの方法で成果をあげています。

電
気
柵
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

農業者
東
ひがしかわ
川　照

てるお
雄　さん

　丹精込めて作った野菜がサ
ルに獲られ、とてもつらい思
いをしましたが、ワイヤーメッ
シュ柵と電気柵を設置してか
らは、被害がなくなりました。
　少し手間がかかりますが、
効果は高いと思います。
　サルの被害に苦労されてい
る地域の方は、近くの方と協
力して設置するなど、ぜひ試
みてください。

interview

ワイヤーメッシュ柵を
よじ登っても
電気柵で撃退

各関係機関との連携した取り組み

市民や農作物を守るために
「有害獣捕

獲」

について伺
いました

ワイヤーメッシュ柵と電気柵で
サルを撃退

「侵入防止
対策」

を実施して
います
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市の各種支援

�柿の木等実のなる木の伐採にかかる
費用の補助

　クマを住宅地などへ誘引するおそれのある柿の木
の伐採を業者に委託して実施する方に対し、費用の
一部を補助します。
補助金額▶個人：費用の1/2（上限2万円）
※区の場合は経費の100％（上限5万円）

�草刈り機の貸し出し
　市内の環境整備を行う際に草刈り機を貸し出しま
す。
貸出期間▶原則、貸出日から５日間
※燃料費は自己負担

狩猟免許の取得にかかる経費の補助
　免許取得のための講習にかかる費用の一部を補助
します
補助金額▶5,000円

電気柵設置の補助
　野生動物の侵入を防止する電気柵設置に必要な資
材の提供にかかる費用の一部を補助します。
補助金額▶1/2は農家組合が自己負担
※農家組合として申請が必要です

ワイヤーメッシュ柵設置の補助
　野生動物の侵入を防止するワイヤーメッシュ柵設
置に必要な資材の提供
補助金額▶自己負担なし
※農家組合として申請が必要です

大規模緩衝帯の整備
　市では山際の樹木を間伐して、山と集落を区分け
する緩衝帯の実施をしています。
※�農家組合より要望のあった地区で実施。農家組合
の自己負担はなし。１ヘクタール以上が要件

　市では、鳥獣による被害を軽減するため、猟友会や警察、区長連合会などの関係機関と対策連絡会を開
催しています。また、市街地に出没し、緊急的な捕獲が必要となった場合に安全で速やかな対応ができる
よう対策訓練や花火を使った動物を追い払う研修なども実施しています。

クマの出没を想定した訓練の様子 熊対策連絡会の様子

支援策の
詳細は
こちら

各関係機関との連携した取り組み

地域住民と
協働で

対策に取り
組むために

被害の軽減
・

有事の際の
備えに

どう防ぐ？鳥獣害
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新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

オミクロン株対応ワクチン接種を実施します
　10月から、市内においてもオミクロン株対応ワクチンの接種が始まっています。オミクロン株対応ワク
チンは、オミクロン株と従来株の両方に対応したワクチン（「オミクロン株対応2価ワクチン」）で、従来ワク
チンを上回る重症化予防効果や感染予防効果、発症予防効果が期待されます。異なる2種類の抗原があるこ
とにより今後の変異株に対して有効である可能性がより高いことが期待されています。

対象▶ 2回目の接種を完了した12歳以上の方で、最終の接種から5か月以上経過したすべての方�
※初回（1・2回目）接種がまだの方は、従来型のワクチン接種を受け、接種から5か月が経過した後に、
オミクロン株対応2価ワクチンを接種することができます

ワクチン接種の流れ▶

接種回数▶1回　　接種場所▶市内医療機関
使用するワクチン▶ファイザー社製ワクチン（対象：12歳以上）、モデルナ社製ワクチン（対象：18歳以上）
予約方法▶ 

電話で予約 L
ラ イ ン

I N Eで予約

☎�0779-64-5543（7回線）
受付時間▶㈪～㈮　午前9時～午後5時
　　　　　　㈯　　午前9時～正午
※日曜、祝日は電話受付は行いません
※1、2回目の予約は電話のみ受け付けます

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウント�

を友だちに追加
二次元バーコードを読み込む
かIDで検索してください

受付時間▶24時間予約が可能
I D▶＠katsuyamacity

県新型コロナ
ワクチン接種
セ ン タ ー  
アオッサ会場
の 予 約 は 

こちら

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

初回接種（1・2回目）をすでに受
けましたか？

あなたはオミクロン株対応ワクチン接種の対象者ではありません。

（まず従来ワクチンの接種を受けてください。）

3回目接種をすでに受けましたか？

4回目接種をすでに受けましたか？

あなたはオミクロン株対応ワクチン
接種の対象者です。次回の接種券は
接種間隔に応じて発送します。

あなたはオミクロン株対応ワクチン
接種の対象者です。使用していない
お手元の接種券を使用してください。

使用していない接種券が
手元にある。

あなたはオミクロン株対応
ワクチン接種の対象者です。

◉12～ 59 歳の方
順次、接種券を発送します

◉接種券をなくされた方
再発行しますので、勝山市コー
ルセンター（☎64-5543）ま
でご連絡ください。

はい

いいえ
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感 染 対 策 を 再 確 認 し ま し ょ う

体調管理の徹底
・体調不良を感じた場合は、登校・出勤を控える
・ 感染の不安を感じたら、無

（10月31日まで）
料検査を活用

「おはなしはマスク」 
・会食時の会話時はマスクを着用する
・宴会は短時間で

換気を徹底
・定期的に換気を実施する

早めのワクチンの接種
・ 接種券が届き次第、早めのワクチンの接種を

　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大注意報」を発令して
います。（10月7日現在）県内においては、新規感染者数および病床利用数ともに減少傾向にありますが、
10代以下、30～ 40代の感染割合が各3割を占めています。家族や周囲の人たちを守るため、マスク
の着用、定期的な換気、こまめな手洗いなど感染対策の再確認をお願いします。

無料検査の 
詳細はこちら

5 ～ 11歳の小児用ワクチンの3回目接種にご協力ください
　5～ 11歳用のワクチンがオミクロン株流行下でも有効であるとの最新情報を踏まえ、5～ 11歳のお子
様にワクチンを受けていただくよう、ご本人とその保護者の方に努めていただくことになりました。本人
と保護者がワクチンの効果や副反応を理解した上で、お子様と一緒にワクチン接種をご検討ください。

対象▶2回目の接種を完了した、5歳から11歳のお子様
使用ワクチン▶ファイザー社製の子ども用のワクチン
接種回数▶1回（2回目の接種から5か月以上の間隔をあけます）
接種場所▶わかばやしこども内科クリニック、河北小児科医院
予約方法▶ 電話のみ�☎0779-64-5543　㈪～㈮�午前9時～午後5時、㈯�午前9時～正午�

※日曜、祝日は電話予約を行いません　※LINE予約はできません

武田社製ワクチン（ノババックス）の接種を実施しています
　発熱などの副反応が比較的少ないとされる武田社製ワクチン（ノババックス）を使用したワクチン接種を
実施しています。

接種日時▶10月26日㈬　午後1時30分～ 2時30分
対象▶ 接種券が届いている18歳以上で3回目接種がまだの方（1、2回目に接種したワクチンの種類は問いま

せん）
� 定員▶10人
接種場所▶芳野医院
予約方法▶ 電話のみ�☎0779-64-5543　㈪～㈮�午前9時～午後5時、㈯�午前9時～正午�

※日曜、祝日は電話予約を行いません　※LINE予約はできません

小児接種の 
詳細はこちら
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がんに対する免疫療法
福井勝山総合病院
消化器内科部長　大藤和也

　
″
が
ん
に
対
す
る
免
疫
療
法
〟
と
聞
く

と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
う

か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
つ
い
10
年
ほ
ど

前
は
、
あ
や
し
い
？
本
当
に
効
く
の
？

と
い
う
意
見
も
多
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
近
年
の
が
ん
治
療
は
免

疫
療
法
を
中
心
に
大
き
く
様
変
わ
り
し

て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

が
ん
に
対
す
る
３
大
治
療
①
手
術
療

法　
②
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
）
③
放
射

線
療
法　

に
つ
い
て
は
よ
く
ご
存
知
か

と
思
い
ま
す
。
免
疫
療
法
は
様
々
な
が

ん
に
対
す
る
効
果
が
示
さ
れ
、
第
4
の

治
療
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
治
療
法
で
は
治
す
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
進
行
し
た
が
ん
に
対

し
て
も
、
大
き
な
治
療
効
果
が
え
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
、
近
年
で
は
が
ん
に
対

す
る
薬
物
療
法
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
″
免
疫
〟と
は
、
免
疫
を
担
当
す
る
様
々

な
細
胞
が
自
分″
自
己
〟
と
自
分
で
な
い

も
の″
非
自
己
〟
を
見
分
け
て
、
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
と
い
っ
た
外
敵″
非
自
己
〟が

侵
入
し
た
と
き
に
、
そ
れ
ら
を
や
っ

つ
け
て
身
を
守
る
防
御
機
構
で
す
。

が
ん
細
胞
は
、
も
と
も
と
は
自
分
の

細
胞
で
す
が
、
が
ん
に
な
る
過
程
で

自
分
の
細
胞
と
は
異
な
る
性
質
を
有
す

る
よ
う
に
な
り″
非
自
己
〟
と
認
識
さ
れ

て
免
疫
細
胞
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
免
疫
療
法
と
一
口
に
言
っ
て
も

様
々
な
治
療
法
が
存
在
し
ま
す
。
最
も

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
療
法
で
、
多
く
の
が
ん

で
保
険
診
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

免
疫
細
胞
が″
非
自
己
〟
で
あ
る
が
ん

細
胞
を
攻
撃
す
る
際
に
、
一
般
に
は
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
お
り
、
が
ん
細
胞

は
そ
の
攻
撃
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
の
ブ
レ
ー
キ
を
は
ず
し
て
免
疫
細
胞

の
攻
撃
を
増
大
さ
せ
る
の
が
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
療
法
で
す
。

　

が
ん
免
疫
療
法
と
他
の
治
療
法
の
組

み
合
わ
せ″
複
合
が
ん
免
疫
療
法
〟
が
盛

ん
に
開
発
中
で
さ
ら
な
る
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
こ
れ
ら

の
治
療
法
が
有
効
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

が
ん
治
療
の
基
本
は
早
期
発
見
・
早
期

治
療
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
が
ん
は
初
期

の
段
階
で
は
無
症
状
で
、
知
ら
な
い
間

に
進
行
し
ま
す
。

　

が
ん
検
診
や
ド
ッ
ク
で
の
早
期
発
見

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

次
の
時
代
に
伝
え
た
い

勝
山
の
魅
力
を
共
に
創
り
、

発
信
す
る

　
初
め
て
勝
山
に
来
た
の
は
ち
ょ
う

ど
１
年
前
。

�

「
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た

何
か
を
『HO

PE

』
へ
変
え
る
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
日
本
の
地
域
の

方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
廃
棄
さ
れ

る
食
材
・
素
材
な
ど
を
魅
力
的
な
プ

ロ
ダ
ク
ト
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上

げ
準
備
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で

し
た
。

　
縫
製
工
場
の
端
材
を
活
用
し
た
ア

パ
レ
ル
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
企
業

が
勝
山
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
き
、

打
ち
合
わ
せ
に
来
て
び
っ
く
り
。

　
じ
つ
は
事
前
に
「
食
に
ま
つ
わ
る

も
の
、
た
と
え
ば
エ
プ
ロ
ン
や
割
烹

着
を
つ
く
り
た
い
。
で
き
れ
ば
ス
ト

リ
ー
ト
っ
ぽ
い
イ
メ
ー
ジ
」
と
い

う
無
茶
苦
茶
な
ご
相
談
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
初
回
サ
ン
プ
ル
か

ら
想
像
を
は
る
か
に
上
回
る
素
晴

ら
し
い
完
成
度
で
、
そ
の
衝
撃
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
勝
山
の
も
の
づ
く
り
の
質
の
高
さ

や
人
々
の
情
熱
に
わ
く
わ
く
感
が
止

ま
ら
ず
通
っ
て
い
る
う
ち
に
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
や
皆
さ
ん
の
想
い
に
ふ

れ
、
こ
の
た
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
一
緒
に
町
の

魅
力
を
た
く
さ
ん
引
き
出
す
企
画
や

発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
！

❺

地域おこし協力隊
山
やまざき

崎　瑠
る み

美さん

H-OPE
Online Store

新たに着任しました

インスタグラム
＠h_ope.work

縫製工場の残反を活用した
「ストリート割烹着」
ブランドモデル：マリエさん

（環境省森里川海アンバサダー）
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野
向
小
学
校

　
野
向
地
区
に
は
明
治
10
年（
1
8
7
7
）

ま
で
に
次
の
三
つ
の
小
学
校
が
設
立
さ
れ

た
。明
治
6
年
龍
谷
区
に
青せ
い
こ
う郊
小
学
校
が
、

同
区
と
竹
林
区（
後
の
野
向
村
）、
さ
ら
に

布
市
・
清
水
島
の
2
区（
後
の
荒
土
村
）の

計
4
区
で
設
立
さ
れ
た
。

　
同
6
年
に
北
野
津
又
区
に
、
同
区
と
横

倉
の
2
区
で
芳ほ
う
け
い渓
小
学
校
が
設
立
さ
れ

た
。
し
か
し
横
倉
区
は
同
10
年
横
倉
小
学

校
と
し
て
分
離
独
立
、
そ
の
後
、
昭
和
41

年（
1
9
6
6
）に
野
向
小
学
校
の
分
校
と

な
っ
た（
昭
和
47
年
廃
校
）。
一
方
、
北
野

津
又
の
生
徒
は
明
治
23
年
に
上
記
の
青
郊

小
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
翌
7
年
に
は
深
谷
区
に
、
同
区
と
薬
師

神
谷
・
牛
ケ
谷
・
聖
丸
の
4
区
（
後
の
野

向
村
）、
中
野
俣
･
杉
山
の
2
区（
後
の
北

谷
村
）
の
計
6
区
で
幽ゆ

う
け
い渓
小
学
校
が
設
立

さ
れ
た
。
中
野
俣
･
杉
山
は
通
学
距
離
を

考
慮
し
て
中
野
俣
に
分
教
場
が
設
け
ら

れ
、
更
に
同
20
年
生
徒
の
通
学
を
考
慮
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
両
区
に
分
教
場
を
設
置
す

る
こ
と
が
認
可
さ
れ
た
。
幽
渓
小
学
校
も

芳
渓
小
学
校
と
同
様
同
23
年
に
青
郊
小
学

校
に
併
合
さ
れ
た
。

　

青
郊
尋じ
ん
じ
ょ
う常
小
学
校
は
明
治
24
年
新
築

さ
れ
、
同
27
年
高
等
科
が
設
け
ら
れ
尋
常

高
等
小
学
校
と
な
る
。

　
そ
の
後
、
同
39
年
3
月
ま
で
は
青
郊
小

学
校
の
印
で
卒
業
証
書
が
出
さ
れ
て
い
る

が
、
翌
年
の
3
月
に
は
野
向
小
学
校
印
と

な
っ
て
い
る
。
39
年
中
に
校
名
の
変
更
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
写
真
1
は
戦
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
野

向
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
章
印
の
入
っ
た

時
計
で
、
恐
ら
く
大
正
15
年（
1
9
2
6
）

に
雨
天
体
操
場
落
成
を
記
念
し
て
贈
呈
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
写
真
2
は
昭
和
8

年
頃
の
校
舎
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
昭
和
22
年
、
新
学
制
に
よ
り
龍
谷
区

に
野
向
小
学
校
が
、
ま
た
新
制
の
野
向
中

学
校
も
併
せ
て
設
立
さ
れ
た
。

ふるさとを訪ねて

　
恐
竜
博
物
館
設
立
の
き
っ
か
け
で
あ
っ

た
、
北
谷
の
貝
化
石
た
ち
。
そ
ん
な
彼
ら

で
す
が
、
最
新
の
研
究
成
果
が
、
有
名
な

科
学
誌「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」の
姉
妹
誌
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
産
の
貝
化
石
の
論
文

と
し
て
は
初
の
快
挙
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
の

大
発
見
が
、
北
谷
の
貝
化
石
に
は
眠
っ
て

い
た
の
で
す
。

　
今
回
は
、
前
回
に
引
き
続
き
恐
竜
発
掘

現
場
北
谷
の
貝
化
石
に
ま
つ
わ
る
、
最
新

研
究
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
貝
化
石
は
時
と
し
て
、
生
き
て
い
た
時

の
貝
殻
の
模
様
を
残
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
模
様
の
化
石
記
録
の
ほ
と
ん
ど
は
海

に
生
息
す
る
二
枚
貝
化
石
で
す
が
、
川
や

湖
な
ど
淡
水
の
二
枚
貝
化
石
の
場
合
、
ボ

ス
ニ
ア
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
約
1
5
0
0

万
年
前
の
化
石
1
例
し
か
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

恐
竜
博
物
館
の
貝
化

石
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

北
谷
恐
竜
発
掘
現
場
の

約
1
億
2
0
0
0
万
年

前
の
二
枚
貝
化
石
3
種

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

生
き
て
い
た
当
時
の
模

様
が
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
発
見
し
ま
し
た

（
図
1
）。
こ
の
発
見
に

よ
り
、
北
谷
の
二
枚
貝

化
石
の
模
様
は
世
界
最
古
で
日
本
初
、
化

石
記
録
と
し
て
世
界
2
例
目
の
事
例
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
最
古
の
記
録
を
、

1
億
年
以
上
も
更
新
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い

こ
と
に
、
こ
の
化
石

の
模
様
は
現
在
の
淡

水
二
枚
貝
類
の
模
様

と
ほ
ぼ
同
じ
特
徴
で

あ
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
（
図
2
）。
1

億
年
以
上
も
昔
の
絶

滅
し
た
二
枚
貝
の
模

様
が
、
な
ぜ
現
在
の
二
枚
貝
と
同
じ
な
の

で
し
ょ
う
か
？

　
現
在
の
淡
水
二
枚
貝
は
、
様
々
な
動
物

に
捕
食
さ
れ
て
お
り
、
貝
殻
の
色
と
模
様

が
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の
役
割
を
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
化
石
も
現
在
も

模
様
が
同
じ
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

北
谷
の
淡
水
二
枚
貝
は
捕
食
さ
れ
な
い
よ

う
に
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
の
で
す
。
も
し
か
す
る
と
、
一

部
の
恐
竜
類
、
特
に
コ
シ
サ
ウ
ル
ス
な
ど

の
鳥
脚
類
が
北
谷
の
貝
化
石
を
満
喫
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

　
こ
の
よ
う
に
、北
谷
の
貝
化
石
研
究
は
、

今
が
ア
ツ
い
の
で
す
！
今
後
も
北
谷
貝
化

石
研
究
に
乞
う
ご
期
待
！

安
あ さ と

里　開
か い と

士
現代によみがえった！恐竜時代の貝の模様

―北谷の貝化石たちがアツい
福井県立恐竜博物館

主事（研究職員）

図1_北谷の貝化石の模様（黒いすじ）

図2_現生二枚貝の模様（緑色のすじ）

～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 51

写真１ 校章入りの時計

写真２ 昭和８年ごろの校舎
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　勝山市内駅伝競走大会が3年ぶりに開催され、
全長36キロのコースを力走する9地区の選手た
ちに沿道から多くの声援が送られました。

市内駅伝が開催　村岡町が優勝
■9月25日　勝山市内一円

　福井県各市町持ち回りで開催している福井県市
町文協選抜美術展が、3年ぶりに開催され、会場内
には絵画や写真、書道等の力作が並べられました。

市町文協選抜美術展が開催
■9月2日　勝山市体育館ジオアリーナ

山 口 茜 選 手 が 故 郷 に 凱 旋　 ト ー ク シ ョ ー を 実 施 
 ■9月19日　勝山市体育館ジオアリーナ

　女子シングルスで日本人初となるバドミントン世界選
手権2連覇を達成した山口茜選手の優勝報告会とトーク
ショーが、勝山市体育館ジオアリーナで開催され、会場
には市民ら約550人が集まりました。トークショーで山
口選手は、「地元から応援してもらえると思うとうれし
い。これからも温かく見守ってほしい」とファンに感謝
を伝え、地元でバドミントンに取り組む後輩にむけ「シャ
トルにくらいついて、バドミントンのいろんなところを
好きになってほしい」とアドバイスを送りました。

広報かつやま10月号 №815広報かつやま10月号 №815　　　　 12 12



　地域住民の健康増進に役立て
てほしいと、明治安田生命保険
相互会社から、50万1,500円の
ご寄附をいただきました。

ご寄附 ありがとうございました

　「小中学生プログラミング・フェス2022」が
行われ、市内外から約100人の小中学生が勝山
市民会館に集結しました。会場では、参加者ひ
とりずつに用意されたパソコンにプログラムを
入力して、簡単なゲームを作ったり、小型の電
動車両を動かしたりすることを体験し、プログ
ラミングの楽しさを学んでいました。

小中学生100人が参加　プログラミング・フェス開催 
 ■9月24、25日　勝山市民会館

勝山オータムフェスタ開催　法恩寺山有料道路が無料へ 
 ■10月1日　スキージャム勝山

　令和4年10月1日から「法恩寺山有料道路」の
通行料が無料化されることを記念したイベント
「勝山オータムフェスタ」がスキージャム勝山で
開催されました。当日は、キッチンカーの出店
や各種体験コーナーなどが設けられ、夜にはド
ライブインシアターでの映画上映、花火大会が
行われ、終日多くの家族連れでにぎわいました。

　大雨災害への支援に活用して
ほしいと、福井ライオンズクラ
ブから、10万円のご寄附をい
ただきました。

　大雨災害への支援に活用して
ほしいと、株式会社坪内建設か
ら、200万円のご寄附をいただ
きました。

13 13 　　　　 広報かつやま10月号 №815 広報かつやま10月号 №815



市からのお知らせI n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n

９
月
定
例
市
議
会
　
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

�

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
３
階
）☎
88
‐
８
１
０
０

　
令
和
4
年
９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
6

日
～
９
月
26
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。水
上
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

8
月
の
大
雨
災
害
に
つ
い
て
、
被
災
者
の

生
活
再
建
の
た
め
に
き
め
細
か
な
支
援
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
避
難
情
報
の
発
信

や
各
種
機
関
と
の
連
携
、
被
災
者
へ
の
支

援
活
動
な
ど
災
害
発
生
時
の
対
応
が
適
切

で
あ
っ
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
を
延
べ
ま

し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

補
正
予
算

　
主
な
内
容
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
体
制
の
整
備
や
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
た
市
内
の
農
業
者
や
事

業
者
の
支
援
の
ほ
か
、
大
雨
災
害
へ
の
対

応
で
は
、
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
世
帯
や

被
災
し
た
農
業
者
へ
の
支
援
、
被
害
を
受

け
た
農
地
や
農
業
施
設
、
道
路
、
河
川
な

ど
の
復
旧
に
要
す
る
を
計
上
し
、
一
般
会

計
の
総
額
は
1
5
2
億
9
千
5
万
2
千

円
（
26
億
4
千
75
万
6
千
円
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
6
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
お

よ
び
2
件
の
企
業
会
計
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例

◆
制
定
さ
れ
た
条
例

・�

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例

◆
一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・�

勝
山
市
議
会
議
員
及
び
勝
山
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
の
公
営
に
関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
議
会
議
員
及
び
勝
山
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
議
会
議
員
及
び
勝
山
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

・�

勝
山
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例

・
勝
山
市
減
債
基
金
条
例

・
勝
山
市
下
水
道
条
例

・�

勝
山
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・
勝
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

委
員
の
選
任

　

勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

そ
の
他

　
3
議
案
が
可
決
、
意
見
書
案
の
２
件
が

可
決
、
陳
情
の
3
件
が
採
択
、
令
和
3
年

度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
係
る
２
件
が
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
採
用
候
補
者
試
験

問
総
務
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３

　

令
和
5
年
4
月
に
採
用
予
定
の
勝
山

市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
（
11
月
試
験
実

施
分
）を
実
施
し
ま
す
。

受
付 

期
間
▼
10
月
3
日
㈪
か
ら
11
月
7

日
㈪
※
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分（
土
、
日
、
祝
を
除
く
）

一
次 

試
験
▼
11
月
20
日
㈰
※
詳
細
は
一
次

試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

試 

験
会
場
▼
教
育
会
館

区分
採用
予定
人数

資格、免許など 生年月日

事務職
3人
程度

問わない
平成7年4月2
日�～�平成17
年4月1日

事務職
（社会人）

民間企業などでの実
務経験が令和4年3月
末時点で5年以上

平成元年4月
2日�～�平成7
年4月1日

消防士
1人
程度

普通自動車運転免許
を有する（令和5年3月
末日までに普通自動
車運転免許の取得が
見込まれる方を含む）

平成4年4月2
日�～�平成17
年4月1

試験内容、 
申込方法など 
詳細はこちら

招集あいさつ
全文はこちら
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

消
費
応
援
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

問
商
工
文
化
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
8
1
0
5

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
お

よ
び
原
材
料
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
事
業
者
を
支
援
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
電
子
決
済

サ
ー
ビ
ス「
P
a
y
P
a
y
」を
利
用
し
た

ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
す
。
実
施
期
間
中
に
市
内
の
対
象
店
舗

で「
P
a
y
P
a
y
」を
利
用
す
る
と
、
最

大
20
％
の
P
a
y
P
a
y
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
ま
す
。

実
施 

期
間

11
月
１
日
㈫
～
11
月
30
日
㈬

決
済
1
回
あ
た
り
の
付
与
上
限
額

1
千
円
相
当

実
施
期
間
中
の
付
与
上
限
額

合
計
1
万
円
相
当

「
勝
ち
山
お
ろ
し
そ
ば
」

応
援
ク
ー
ポ
ン
を
配
布

問
商
工
文
化
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
8
1
0
5

　

原
材
料
価
格
の
高
騰
お
よ
び
福
井
県

立
恐
竜
博
物
館
の
休
館
の
影
響
を
受
け

る
事
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
市
民

の
消
費
喚
起
を
促
す
た
め
、
7
月
に
実
施

し
た
市
内
和
洋
菓
子
店
ク
ー
ポ
ン
に
引

き
続
き
、
今
回
は「
勝
ち
山
お
ろ
し
そ
ば
」

提
供
店
舗
で
利
用
で
き
る
1
千
円
分
の

ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
ま
す
。

発
行
日

10
月
27
日
に
発
行
す
る
広
報
か
つ
や

ま
プ
ラ
ス
版
10
月
号
と
一
緒
に
市
内

各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
使
用
期
間

11
月
1
日
㈫
～
12
月
31
日
㈯

対
象
店
舗

「
勝
ち
山
お
ろ
し
そ
ば
」提
供
事
業
者

対象店舗、
キャンペーン

の詳細は
こちら

対象店舗、
クーポンの

詳細は
こちら

「
恐
竜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
設
置
事
業
」

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

�

問
商
工
文
化
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
1
7

　
北
陸
新
幹
線
福
井
・
敦
賀
開
業
お
よ
び

中
部
縦
貫
自
動
車
道
県
内
全
線
開
通
を
見

据
え
た
活
動
が
福
井
県
内
の
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
勝
山
市
に
お

い
て
も
、
改
め
て「
恐
竜
の
ま
ち
勝
山
」を

広
く
P
R
す
る
た
め
に
、
勝
山
市
の
玄
関

口
で
あ
る
勝
山
I
C
付
近
に
新
た
な
恐
竜

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
は
、
勝
山
市
に

来
訪
す
る
皆
様
の
期
待
感
を
高
め
、
市
内

観
光
地
を
周
遊
す
る
勝
山
フ
ァ
ン
を
増
や

し
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▲恐竜ランドマークイメージ
※多少、変更になる場合があります

目標金額　3,564,000円
募集期間　令和4年12月23日まで
申込方法
1.�ふるさと納税ポータルサイト「ふ
るさとチョイス」からの寄附
2.郵便振替での寄附

ふるさと
チョイス

郵便振替
の申込

詳細は
こちら

ガバメントクラウド
ファンディングを実施
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
中
学
生
の
部
】

金
賞
▼

竹
原
彩（
勝
山
中
部
1
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

山
内
誉
仁（
勝
山
南
部
1
）

銀
賞
▼

齊
藤
遥（
勝
山
北
部
3
）横
山
鉄
芯（
勝

山
南
部
1
）

銅
賞
▼

内
田
季
陽
花（
勝
山
中
部
3
）松
浦
小
春

（
勝
山
南
部
2
）
吉
田
愛
唯
（
勝
山
南
部

3
）仲
谷
心
来
愛（
勝
山
南
部
3
）

入
選
▼

嶋
田
圭
悟
（
勝
山
中
部
2
）
永
井
七
海

下
水
道
い
ろ
い
ろ

�

コ
ン
ク
ー
ル

（
勝
山
中
部
1
）
反
保
王
我
（
勝
山
南
部

3
）鈴
木
結
子（
勝
山
南
部
3
）柳
橋
布

季（
勝
山
南
部
２
）

【
小
学
生
の
部
】

金
賞
▼

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

金
田
耕
輔（
村
岡
4
）

銀
賞
▼

石
黒
遥
花（
成
器
南
6
）牧
野
心
愛（
成

器
南
3
）

銅
賞
▼

井
中
悠
翔
（
成
器
南
2
）
藤
田
ほ
の
か

（
成
器
西
4
）石
橋
旺
大（
成
器
西
3
）川

瀬
羽
音（
北
郷
4
）

入
選
▼

三
辻
結
月（
村
岡
4
）小
寺
美
咲（
村
岡

4
）石
井
結
菜（
荒
土
5
）牧
野
林
檎（
三

室
4
）平
野
宝（
成
器
西
2
）

長谷川彩乃（成器南6）

第
5 0
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼

藤
崎
若
菜（
勝
山
南
部
2
）

※
市
防
火
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
採
用

横
山
月
乃
（
勝
山
南
部
3
）
山
口
天
音

（
勝
山
北
部
1
）山
内
茉
依（
鹿
谷
6
）岡

田
樹
依（
成
器
西
5
）中
村
俐
仁（
村
岡

4
）吉
田
慶
之
介（
村
岡
3
）米
村
茉
歩

（
村
岡
2
）笠
川
彩
蓮（
北
郷
1
）

銀
賞
▼

前
田
紬
貴
（
勝
山
南
部
3
）
嶋
田
夢
叶

（
勝
山
北
部
3
）
白
野
彩
和
（
勝
山
中
部

2
）鳥
山
結
楠（
勝
山
南
部
2
）反
保
勇

我（
勝
山
南
部
1
）伊
藤
柚
月（
勝
山
南

部
1
）前
田
小
雪（
村
岡
6
）小
寺
杏
美

（
村
岡
6
）前
田
悠
貴（
成
器
南
5
）竹
内

寛
貴（
村
岡
5
）前
川
梁
成（
鹿
谷
4
）立

壁
心
花（
成
器
西
4
）吉
川
真
尋（
村
岡

3
）石
橋
旺
大（
成
器
西
3
）上
山
愛
里

加（
村
岡
2
）永
吉
琥
羽（
村
岡
2
）倉
田

錬（
成
器
西
1
）前
田
悠
豪（
村
岡
1
）

銅
賞
▼

安
居
美
咲
（
勝
山
北
部
3
）
片
桐
花
笑

（
勝
山
中
部
3
）
島
田
愛
叶
（
勝
山
中
部

3
）竹
内
咲
葵（
勝
山
中
部
2
）伊
藤
葵

（
勝
山
中
部
2
）
中
村
颯
華
（
勝
山
中
部

2
）中
村
優
里（
勝
山
南
部
1
）牧
野
祐

夏（
勝
山
中
部
1
）石
橋
虎
大（
勝
山
中

部
1
）吉
田
七
海（
鹿
谷
6
）林
諒
真（
村

岡
6
）坂
夏
江（
成
器
西
6
）野
邊
彩
月

（
成
器
西
5
）上
山
龍
星（
村
岡
5
）吉
川

悠
真（
村
岡
5
）反
保
明
花（
成
器
南
4
）

三
屋
慎
之
介
（
成
器
南
4
）
錦
織
麻
鈴

（
村
岡
4
）石
畝
春
香（
村
岡
3
）石
田
陽

依（
鹿
谷
3
）石
塚
梛
月（
成
器
西
3
）小

川
陽
尋（
村
岡
2
）山
口
夏
瑚（
成
器
南

2
）牧
下
未
空（
平
泉
寺
2
）浅
井
華（
北

郷
1
）松
村
武（
成
器
西
1
）亀
井
太
誠

（
成
器
西
1
）

第
3 9
回
防
火
標
語

金
賞
▼

坂
夏
江（
成
器
西
6
）

ま
も
り
た
い

家
族
の
笑
顔
と　

火
の
用
心

銀
賞
▼

屋
敷
龍
希
（
芳
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
倉
田
夏
妃

（
荒
土
6
）

銅
賞
▼

大
森
仁
暉（
片
瀬
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）長
谷
川
静
奈

（
若
猪
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）山
内
里
美（
鹿
谷
6
）
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

優
秀
賞
▼

中
道
汰
我
（
勝
山
北
部
1
）
鳥
山
結
楠

（
勝
山
南
部
2
）
斎
藤
捺
紀
（
勝
山
南
部

3
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

平
泉
寿
朗（
荒
土
2
）

優
秀
賞
▼

平
林
茂
篤（
平
泉
寺
4
）堀
愛
心（
北
郷

6
）金
本
侑
梨
愛（
成
器
南
6
）

優
秀
賞
▼

辻
武
隼（
勝
山
北
部
2
）木
下
翔
愛（
成

器
南
6
）門
実
咲（
村
岡
5
）小
西
明
日

菜（
成
器
南
4
）牧
野
心
愛（
成
器
南
3
）

島
田
咲
希（
成
器
南
2
）松
浦
柚
羽（
村

岡
1
）

山内吏乃（勝山北部3）

宝
く
じ
助
成
で
備
品
を
整
備

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
助
成
を
受
け
て
、
本
郷
区
、
消

防
署
は
活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

防
災
ポ
ス
タ
ー

�

コ
ン
ク
ー
ル

男
女
共
同
参
画

�

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

前
川
煌
成（
勝
山
北
部
1
）

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

【
ポ
ス
タ
ー
・
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

津
田
朱
里（
勝
山
北
部
3
）

優
秀
賞
▼

笠
川
雪
乃（
勝
山
北
部
1
）多
田
衣
吹（
勝

山
北
部
1
）堀
真
奈
羽（
勝
山
北
部
3
）石

塚
咲
也
香（
勝
山
中
部
2
）嶋
田
乙
歌（
勝

山
中
部
2
）廣
田
紗
羽（
勝
山
中
部
３
）

【
ポ
ス
タ
ー
・
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

林
結
彩（
成
器
南
5
）

優
秀
賞
▼

伊
藤
未
来（
成
器
南
6
）熊
澤
直
希（
成

器
南
6
）鳥
山
稜
貴（
成
器
南
6
）

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
】

最
優
秀
賞
▼

安
居
美
咲（
勝
山
北
部
3
）

優
秀
賞
▼

北
口
犀（
成
器
西
6
）小
田
若
奈（
成
器
西

6
）
白
﨑
暖
乃
（
成
器
西
6
）
西
野
蒼
星

（
成
器
西
6
）吉
田
彩
華（
北
郷
5
）中
村

実
結
乃（
成
器
南
6
）笠
松
優
翔（
成
器
南

6
）岩
岡
直
希（
鹿
谷
6
）竹
内
琢
翔（
勝

山
北
部
１
）久
保
透
真（
勝
山
北
部
2
）土

田
弥
輝（
勝
山
北
部
2
）小
山
朝
陽（
勝
山

北
部
3
）笠
川
奈
月
美（
勝
山
北
部
3
）山

内
吏
乃（
勝
山
北
部
3
）大
谷
和
花（
勝
山

北
部
2
）中
村
柾
登（
勝
山
北
部
１
）

そ
の
一
票

僕
ら
の
時
代
は 

こ
れ
か
ら
だ

【
消
防
署
】ス
モ
ー
ク
マ
シ
ー
ン
・
投
光
器
一
式
な
ど

【
本
郷
区
】 エ
ア
コ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

�

問
財
政
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
3
0

　
令
和
５
・
６
年
度
に
お
い
て
、
市
が
発

注
す
る
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
、
指
名

競
争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は
、
次
の
と
お
り
資
格
審
査

を
行
い
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
を
ご
確
認

の
上
、申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
区
分 

▼ 

次
の
２
つ

①
建
設
工
事
…
建
設
業
法
に
規
定
す
る

29
業
種

②
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
（
旧　
工

事
関
係
委
託
）
…
測
量
、
土
木
関
係

コ
ン
サ
ル
、
建
築
関
係
コ
ン
サ
ル
、

地
質
調
査
、
補
償
コ
ン
サ
ル

申
請
期
間

　
11
月
7
日
㈪
か
ら
12
月
23
日
㈮
ま
で

※
申
請
期
間
が
例
年
よ
り
1
か
月
前
倒

し
し
て
い
ま
す

申
請
方
法

　

電
子
申
請
に
よ
る
デ
ー
タ
送
信
お
よ

び
必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
持
参
は
不
可
）

そ
の
他

　
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

詳細はこちらで
ご確認ください

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
へ

　
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す

※�

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
方
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す

証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
時
期

（  

令
和
4
年
11
月
上
旬 

）

令
和
4
年
9
月
30
日
ま
で
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

（  

令
和
5
年
2
月
上
旬 

）

令
和
4
年
10
月
1
日
以
降
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
1

　

令
和
4
年
4
月
1
日
に
勝
山
市
が
過

疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
勝

山
市
内
に
お
け
る
製
造
業
、
旅
館
業
（
下

宿
業
を
除
く
）、
農
林
水
産
物
等
販
売
業
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
用
に
供
す
る
一
定

の
要
件
を
満
た
す
資
産
を
取
得
し
た
場

合
、
固
定
資
産
税（
申
請
が
必
要
で
す
）が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
勝
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
ま
た

は
市
民
課
資
産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

制度の概要や対象となる
要件など詳細はこちらで

ご確認ください
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

省略記号　時 –とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ
ふくいMaaSで 

おトクな企画切符販売中

　嶺北11市町をおト
クに観光できる様々
な電子企画切符が販
売中です。この機会
に公共交通でおトク
にお出かけしませんか。
時12月25日㈰まで
問  未来創造課　☎88－8114

第12回勝山産業フェア2022 
＆勝山グルメフェア

時10月23日㈰午前9
時～午後4時所ジオア
リーナ
問  商工会議所　☎88－0463

編
集
後
記

KATSUYAMA 
ちゃまフェス

時10月23日㈰午前10
時～午後5時所越前大
仏内コスプレイベント
「ちゃまコス」、eスポー
ツ、ライブペイント、マルシェなど
問  Vertex☎090－2126－2153

あたらしいイナカ会議

時10月28日㈮午後6時
～ 9時所越前大仏内イ
ナカの「〇〇」を面白く
するをテーマとした
トークセッション締10月27日㈭正午
問  商工文化課　☎88－8117

秋の谷のブナ林と 
きのこの自然観察会

時10月29日㈯午前9時～ 11時30

分（雨天中止）所北谷町コミュニティ
センター集合対小学生以上２０人
（先着順）持軽い登山ができる服装、
水筒、筆記用具締10月26日㈬
※小・中学生は保護者同伴
申・問  商工文化課☎88－8126

勝山キッチンカー 
コレクション

時10月28日 ㈮・29日
㈯午前11時～午後2時
30分所中央公園内市内
のキッチンカー大集合
問  商工文化課☎88－8105

国際交流サロン 
Halloween Bash ！

時10月30日㈰午後3
時～ 4時30分所市民
交流センター内ゲー
ムなど対市内小学生
（保護者同伴・未就学の兄弟可）定
30人費200円締10月25日㈫
申・問 未来創造課☎88－1115

もっと身近に考える わたしも知りたい 
成年後見制度

時11月12日㈯午後1時30分～午
後4時15分所フェニックス・プラ
ザ内講演会、専門職による無料相
談会締10月25日㈫
申・問  健康体育課☎87-0900

イベント

詳細はこちら

詳細はこちら

　

�

今
月
の
表
紙
は
、
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
し
た
ホ
ワ
イ

ト
ザ
ウ
ル
ス
で
す
。
思
っ
た
と
お

り
の
画
が
な
か
な
か
撮
れ
ず
、
夜

間
の
撮
影
は
難
し
い
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。�

（
M
）

　　

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を
見
か
け
る
機
会
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
10
月
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
様
々
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出

店
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
欲
の

秋
。
お
い
し
い
物
を
満
喫
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
S
）

詳細はこちら

詳細はこちら

切符の取得など
詳細はこちら

詳細はこちら
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発行/福井県勝山市　編集/総務課
〒911−8501 勝山市元町1丁目1−1　TEL0779−88−1114　FAX0779−88−0222

〈URL〉https://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメール〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

広告のお申し込みは総務課まで広告

住所：勝山市元町１丁目9-21-3　TEL：０７７９－８７－２６１３

営業時間：１０:００～１９:００  　定休日：第1,3月曜日,第2,4,5日曜日

奥越でボンタマキだけ。エレガンス販売開始

ボンタマキ

エレガンスお買上で可愛いミラープレゼント

ボンタマキでメイクをはじめませんか？

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。

人 生

100 年

代時
公益社団法人

勝山市シルバー人材センター
　　勝山市本町 1 丁目 9-40　 ☎88-1881　 

高齢者活躍人材確保育成事業 ( 福井県シルバー人材センター連合）

健康維持
家にいても退屈だし

働いて元気！

仲間や友達
仲間とのおしゃべり

が楽しいです！

収入や生きがい
孫にお小遣いを

あげるのが楽しみです！

　シルバーで生涯現役！新規会員募集中！
　　　特に草刈り・草取り・施設内の掃除・子供の見守り等

　　　　　　　　　　　仕事のできる方を募集しています。

～ 60歳以上で健康な方ならどなたでも入会できます～

★★入会説明会を下記の実施日に　午後 1時 30分から行っています★★

直近の実施日：10/28（金）　11/25( 金）　12/23（金）
興味のある方は、
　センター事務所へ
　　　　お越しください。

広報 2022 年 10 月号　広告案


